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令和3年6月定例会の開催予定
クローバーＴＶ放映日時（チャンネル１２１）

６月１０日（木）午前１０時～・午後７時～

６月１１日（金）午前１０時～・午後７時～

◯本会議及び常任委員会は午前９時３０分から開催します。
○５月２８日（金）は午前９時から開催します。
◯日程は変更になる場合もありますのでご了承ください。
◯詳しくは議会事務局へお問い合わせください。

５月２８日（金）　　本会議（招集日）議案上程

６月  ３日（木）　　本会議（第２日）一般質問

６月  ４日（金）　　本会議（第３日）一般質問

６月１１日（金）　　本会議（第４日）議案質疑

６月１５日（火）　　総務文教委員会

６月１６日（水）　　建設福祉委員会

６月２２日（火）　　本会議（最終日）討論・表決

Q　いつ頃の人？
Ａ　万延元年（１８６０年）～大正１５年（１９２６
年）政治家
Q　幼いころは？
Ａ　海東郡佐屋村（愛西市佐屋町）において
佐屋代官所の手代服部重文・久子の次男とし
て生まれた。幼名は総吉。生家は旧佐屋川堤
防付近に位置し、近隣には、代官手代たちが集
住していた。
Q　少年・青年時代は？
Ａ　幼い頃より学に秀で、名古屋に移住（明治
２年）し、明倫堂、名古屋洋学校を経て上京、高
明と改名。その後、東京外国語学校、開成学校
を経て東京大学法学部卒業、三菱に入社。
Q　政治家としての活躍は？
Ａ　伊藤博文内閣の１９００年（明治３３年）に外
務大臣に就任。
　その後、土佐郡部から選出され１９０２年（明
治３５年）衆議院議員となる。西園寺公望、桂太
郎、大隈重信内閣等で外務大臣などの要職を
歴任した。

Q　内閣総理大臣とし
ての活躍は？
Ａ　１９２４年（大正１３
年）総選挙に勝ち、憲政
会・政友会・革新倶楽部
による護憲三派連立内
閣を組織。
　愛知県初の総理大臣の誕生。行政改革、貴
族院の改革に着手した。普通選挙法の発布と
同時に治安維持法を成立させた。

参考『黎明期のあいさい出身の政治家たち』愛西市八開郷土資料室
取材協力　石田泰弘（生涯学習課長兼佐織図書館長）

第21回取材しました！
　

愛西市の偉人③
愛知県出身初の首相
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加藤高明（佐屋町）
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▲加藤高明の石碑（佐屋町）
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